
みんなで盛り上げる

東日本大震災の復興シンボル「千年希望の丘」プロジェクト
～市民の手により未来へつなぐ「千年希望の丘」震災伝承・防災学習事業～

岩沼市地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）対象事業

宮城県岩沼市では、千年希望の丘が人々の交流や語らいの場となるよう、地方創生応援税
制を活用したプロジェクトを立ち上げ、4ヵ年(2016年度～2019年度）にわたり取組を進め
ました。

2019年度の取組
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昨年度に耕作した沿岸部未利用地にそば
の実を作付けし、収穫しました。

ＶＲ（仮想現実）を活用した被災前
の街並み再現を公開しました。（詳細は３
ページ目またはチラシ参照）

沿岸部未利用地を耕作地として整備し、は
まなすを植えました。

これまでの取組について

お知らせ

企業版ふるさと納税対象事業である、みんなで盛り上げる東日本大震災の復
興シンボル「千年希望の丘」プロジェクト は、2019年度で終了となります。
2020年度以降も、企業版ふるさと納税の対象事業に認定されることを目指し、

「千年希望の丘」周辺の活性化に力を入れて参りますので、ご理解・ご協力の
ほど、よろしくお願い申し上げます。

上記の取組に対し、４年間で19社の企業様から合計2,270万円の

ご寄附をいただきました。心よりお礼申し上げます。

植樹や農作物の栽培に取り組むための耕
作地を整備

「植樹体験プログラム」の新設

「育樹（いくじゅ）活動」や「震災語り
部」等の既存のプログラムを組み合わせ
ることで通年の受け入れが可能に

市内農家の協力を得て沿岸部に「そば」
を栽培

千年希望の丘と植栽したはまなす

収穫したそばの商品化

千年希望の丘交流センターからの情報発
信強化(ウェブサイトの新設、展示資料
の充実 等)

千年希望の丘エリアに点在しているス
ポット間（公園、交流センター、岩沼ひ
つじ村等）の移動が可能な手段として電
動アシスト自転車を導入
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2019年度の取組紹介①
岩沼産そば ～今年はフレンチにもなりました～

耕作した沿岸部未利用地（千年希
望の丘相野釜公園内）で、2018年度
に引き続きそばの実の試験栽培を行
いました。

12月4日より、そばを使った商品
の提供が始まりました。2019年度
は「日本そば」の他に、初の試み
として、そばを使った「フランス
料理」も提供しました。

令和元年10月撮影 相野釜のそば収穫

2019年度は機械を使った受粉作業も行い、順調に生育。およそ300㎏のそばが収穫できま
した。

令和元年9月20日 河北新報

令和元年12月1日 河北新報

↑岩沼産そばのフランス料理は、東
北放送、NHK、河北新報、FMいわ
ぬまで報道されました。
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2019年度の取組紹介②
岩沼集落景観VRを公開しました

現地にある看板（写真左）のQR
コードをスマートフォン等で読み取
ることで、被災前の景観を再現した
VR（写真右）を見ることができま
す。
VRを見ると、現在は壊れた石垣

と赤い柵が並んでいるところに、家
と稲荷神社があったことが分かりま
す。

岩沼集落景観VRは、東日本大震
災の記憶の伝承と防災意識の啓発を
図るため、ヴァーチャル・リアリ
ティ（VR）技術を用いて再現され
た東日本大震災前の街並みを、ス
マートフォン等で体験できるシステ
ムです。
詳細は別添のチラシ、または岩沼

市のホームページをご覧下さい。

←市のホームページ
はこちらから

2020年2月22日河北新報

2020年３月５日讀賣新聞
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